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〈小学校 体育科〉

糸満市立兼城小学校教諭 上 原 司

Ⅰ テーマ設定の理由

小学校学習指導要領解説の体育編によると，体育科の目標は「楽しく明るい生活を営む態度を育てる」

こととある。その目標を達成するための具体的目標の一つに，「運動に親しむ資質や能力の育成」が提

示されている。また，「運動に親しむ資質や能力」を育むためには，「児童の能力・適性，興味・関心等

に応じて，運動の楽しさや喜びを味わい，自ら考えたり工夫したりしながら運動の課題を解決する」な

どの学習が重要であると示されている。そこで，体育の学習において，児童の心身の発達的特性を把握

し，意図的，計画的に指導していくことが必要であると考える。

本県の「平成27年度全国体力・運動能力，運動習慣等調査」の結果では，体育学習以外で全く運動し

ない子の割合が全国平均に比べ大きく上回っている。小学校男女とも平成20年の調査開始と比較すると，

合計得点の平均値が低い値になってる。しかも，男子は，平成20年の調査開始以降，合計得点の平均値

が最も低い値になっている。また，運動をする子どもと運動をしない子どもの二極化やスポーツの単一

化による運動機能の偏り，子どもの体力の低下傾向等課題も見られる。さらに，学校以外では，習い事

やテレビゲーム遊び等で時間を過ごし，運動する機会が減少している。このことから，体育学習におい

て，運動嫌いや運動の苦手な児童等，児童一人一人に運動に親しむ資質や能力の基礎を育み，主体的に

体育学習に取り組めるように学習指導の工夫が必要であると考える。

本校の児童は，休み時間には運動場に飛び出し，活発に運動遊びをする児童がいる反面，運動遊びに

消極的な児童もいる。また，体育学習において，ほとんどの児童が意欲的に活動するが，運動が苦手な

児童は，グループ学習には取り組むが消極的である。さらに，ゲームになるとドリブルやシュート，パ

スがうまくできないためゲームへの参加意欲が薄れ，学習意欲の低下が見られる。

これまでのボール運動の授業実践を振り返ると，楽しい授業づくりを展開しようとゲームに多くの時

間を費やしてきた。その結果，運動が苦手な児童は，ゲームにつながるボール操作やゲーム展開に合わ

せた動き等を習得しないままゲームに参加していたため，仲間とうまく動きを合わせることができず，

学習意欲が低下していったと考える。そこで，児童が，「面白そうだ」「やってみたい」「できそうだか

ら頑張ろう」と思えるような指導方法を工夫することが必要であると考える。その課題解決のために，

ゴール型ゲームに階層的な教材を取り入れることで，児童一人一人がゲームを楽しく行うことができ，

運動への意欲づけができると考える。

そこで，本研究では，意欲的に取り組みやすいゲーム領域「ゴール型ゲーム」の学習において，階層

的な教材を活用した指導を行うことで，児童に基本的なボール操作やボールを持たないときの動き（以

後，本文では「基本的なボール操作等」という）を身につけていく。そして，その教材を活用すること

により，ゴール型ゲームに必要な基本的な技能を習得させることで，運動の楽しさやできる喜びを味わ

わせていく。ゴール型ゲームにおいて，階層的な教材を活用した指導を工夫することで，児童が仲間と

授業に積極的にかかわるようになり，運動意欲が高まり，ゲームを楽しく行うことができ，運動に親し

む児童を育むことができると考え，本テーマを設定した。

Ⅱ 研究仮説と検証計画

１ 研究仮説

ゴール型ゲームにおいて，階層的な教材を活用した指導の工夫を行うことで，児童一人一人が基本的なボー

ル操作等の技能を習得することができ，運動意欲が高まり，運動に親しむ児童を育むことができるであろう。

児童一人一人が運動に親しむ学習指導の工夫
～ゴール型ゲームに階層的な教材を活用した指導の工夫を通して～
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２ 検証計画

事前検証として，基本的なボール操作等についての授業観察，ボール運動に対する意識調査を行い，

児童の実態を把握する。その後，基本的なボール操作等を身につけさせるための階層的な教材を取り

入れた検証授業を９時間行う。授業後は，ワークシートに自己評価や感想を記入させ，基本的なボー

ル操作等の習得状況やゲームに意欲的に参加できているか分析する。検証授業終了後，意識調査を行

い検証前後の比較から児童の変容を検証する。

検証授業の対象：糸満市立兼城小学校４年４組 29名
検証の場面 検証の観点 検証の方法

(1) 児童の実態調査 ・児童の実態調査の実施（平成 28年４月） ・実態調査の分析

(2) 事前・事後調査 ・ボール運動に対する意識調査の実施 ・意識調査の比較・分析

事前（平成 28年６月）事後（平成 28年７月）
(3) 検証授業 ・階層的な教材を活用した指 ・基本的なボール操作等 ・授業観察

導による基本的なボール操 の技能が身についたか。 （思考・判断，技能）

作等の習得（ドリルゲーム， ・児童の発言や発表

タスクゲーム） ・ワークシートの記述

・ゲーム ・仲間と積極的にかかわ ・自己評価

（ハーフコートハンドボール， り，意欲的にゲームに参

ハンドボール王座決定戦） 加することができたか。

(4) まとめ ・ゴール型ゲームにおいて，基本的なボール操作等の技 ・上記の結果

能を習得するための階層的な教材を活用した指導を行う

ことで，運動意欲が高まり，運動に親しむ児童を育むこ

とができたか。

Ⅲ 研究内容

１ 児童一人一人が運動に親しむ学習指導の工夫

(1) 運動に親しむ児童とは

現在の小学校学習指導要領解説体育編（以後，本文では「体育編」という）によると，「運動に

親しむ資質や能力とは，運動への関心や自ら運動する意欲，仲間と仲よく運動すること，各種の運

動の楽しさや喜びを味わえるよう自ら考えたり工夫したりする力，運動の技能など」と示されてい

る。児童に，運動技能を身につけさせ，運動の楽しさや喜びを味わわせることにより，運動への関

心・意欲を高め，運動に親しんでいく児童を育むことができると考える。つまり，運動に親しむ

児童とは，「基本的なボール操作等の技能を身につけている」「仲間と関わろうとしている」「楽し

くゲームを行うことができる」等，意欲的に運動に取り組む児童のことをいう。

(2) 運動に親しむ児童を育むためには
運動に親しむ児童を育むためには，運動の特性に応じた基本的な運動技能を身につけさせ，児

童一人一人にゲームの楽しさを味わわせ，運動への意欲を高めることが必要である。本研究では，

運動の楽しや喜びを味わい，運動への意欲を高めていくために，児童が「この運動だったらでき

そうかも」「難しそうだけどやってみるとできた」等，基本的なボール操作等が身につく階層的な

教材を活用した指導を取り入れ，ゲームで運動ができる喜びを味わわせる。そして，習得した基

本的なボール操作等を活用して，仲間とかかわり合うことでゲームに積極的に参加することがで

きる児童を育む。さらに，児童一人一人の運動意欲を高め，楽しくゲームを行うことができるよ

うに指導方法を工夫することで，運動に親しむ児童を育むことができると考える。
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２ ボール運動系の領域の指導

(1) ボール運動系の領域の指導について
体育編によると，ゲーム及びボール運動の領域

（以後，本文では「ボール運動系の領域」という）

の内容とねらいは表３のようになっている。従前

のボール運動系の領域は，バスケットボール型ゲ

ーム，サッカー型ゲーム，ベースボール型ゲーム

で構成していたが，現行の体育編では，ゴール型，

ネット型，ベースボール型の３つに分けられる。

ボール運動系の領域の指導は，種目固有の技能に

とどめるのではなく，「○○型」に共通する攻守

の特徴を取り入れた動きや技能を身につけること

で，運動の楽しさや喜びを味わわせながら指導する必要がある。基本的なボール操作等を身につけ

るための技能指導を行うことで，低・中学年のボール運動系の領域の指導のねらいが達成できる。

そこで，本研究では，ボール操作とボールを持たない時の動きに焦点を絞って技能指導を行う。児

童にボール操作とボールを持たないときの動きを身に付けさせるために，階層的な教材を活用した

指導を行い，ゲームを楽しむための簡単な動きを身につけさせることで，運動に親しむ児童を育ん

でいく。

(2) ゴール型ゲームに関する技能の指導内容の工夫について
体育編において指導内容の確実な定着を図るため

に，系統立てた指導が求められている。ゴール型ゲ

ームでは，基本的なボール操作等の動きができるように，

基本的なボール操作とボールを持たない時の動きができ

るように指導する必要がある。本研究では，広島市立

戸坂小学校の「ゴール型ゲームの技能に関する各学

年の指導内容」の４年生の指導内容（表４）を参考

にして，単元の指導計画を立てる。検証授業では，多

様な動きやドリルゲームで基本的なボール操作を身につ

けるための指導を行い，タスクゲームでボールを持たな

い時の動きを指導していく。さらに，階層的な教材を活

用した指導の工夫を行うことで，児童一人一人にゴール

型ゲームの基本的な技能を身につけさせ，シュートやゲ

ームにつながる動きを習得させる。

３ 階層的な教材を活用した指導の工夫

(1) 階層的な教材とは
岩田（2016年）によると，階層的な教材とは，単元を通して

児童が取り組む単元教材と単元教材に必要な技能を高める下位

教材から構成されている。また，児童の学習意欲を高め，児童

が単元教材に参加できるように，単元教材に必要な技能や判断

力，ゲーム展開に合わせた動き等ができるような基本的なボー

ル操作等の技能で構成されている。つまり，単元教材に必要な

下位教材を計画的に指導していくことで，児童の学習意欲を高

めることができる。本研究では，（図１）のように，基本的なボ

ール操作等の技能を身につけさせるために，パスの出し方，走

り方，体の向き等を下位教材として活用する。これらの下位教

単元教材
（ハーフコートハンドボール）

【走りながらパスキャッチができる】

下位教材

図１ 階層的な教材

パスの

出し方

ボールの

投げ方

ボールの

受け方

走り方

体の向き

パスの

もらい方

表３「ゲーム及びボール運動」領域の内容とねらい

表４ ｺﾞｰﾙ型ｹﾞｰﾑの技能に関する各学年の指導内容
（広島市立戸坂小学校「ゲーム及びボール運動」

学習内容の系統表 参考）
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材を活用して，単元教材に必要な技能を身につけさせ，児童一人一人が単元教材を楽しくできるよ

うに指導方法を工夫していく。

(2) 階層的な教材を活用した指導の効果について
岩田(2016年)によると，「階層的な教材を活用した指導では，児童の学習意欲を高め，技能習得

を向上させる効果がある」と述べている。そのことから，「面白そうだ」「やってみたい」「私も頑

張れそう」と思えるような階層的な教材を活用した指導を行う必要があると考える。ゲーム化され

たドリルゲームとタスクゲームを用いて，学習の達成度のフィードバックを行うことで，児童は，

単元教材にさらに意欲を持って取り組むことがで

きるようになる。その指導の効果として，ドリル

ゲームでは，単元教材に要求されるボール操作等

の技能が身につき，タスクゲームでは，単元教材

の戦術的な動きになるゲームでの動きが身につく

ようになる。本研究では，ドリルゲームとタスクゲ

ームで，階層的な教材を活用し，対面パスキャッ

チやパス＆シュートゲーム等，ゲームに要求され

る基本的なボール操作等の技能を身につけさせて

いく（表１）。特に，運動の苦手な児童に，学習意

欲を持たせるために，ドリルゲームやタスクゲー

ムで，「できた」「分かった」「上手くできそう」という自信を持たせるように階層的な教材を工夫

する。そうすることで，児童はゲームを楽しく行うことができ，運動の楽しさやできる喜びを味わ

い，運動意欲が高まり，運動に親しむことができると考える。

(3) 「ゴール型ゲーム」に階層的な教材を活用した指導の工夫
本研究においては，基本的なボール操作等の技能が身につくように下位教材を組み合わせて指導

を行う。そこで，単元の指導計画に，１人でできるシュート練習や２人でできるパス練習，ゲーム

化したドリルゲームやタスクゲームを効果的に組み合わせ，技能的課題や戦術的課題を解決してい

く（表２）。さらに，ハーフコートハンドボールの

楽しさを味わわせるために，シュートにつなぐた

めの動きを身につける指導に時間をかけ，基本的

なボール操作等の技能を身につけるようにしてい

く。ゴール型ゲームにおいて，階層的な教材を活

用した指導を工夫することにより，児童に，基本

的なボール操作等の技能を身につけることができ，

「やってみたい」「できそうだ」という意欲を高め，

児童一人一人に運動の楽しさを味わわせる。

Ⅳ 検証授業

１ 単元名

「ハーフコートハンドボール」（ゴール型ゲーム）

２ 単元について

(1) 教材観

ハンドボールは，全力で走り，跳び，投げるシュート場面が多く，スピード感あふれるダイナミ

ックなプレイで攻防ができるゲームである。中学年では，攻守が入り交じった状態で競い合えるよ

うに，児童が取り組みやすいゲームを工夫することで，だれでも手軽に楽しむことができる教材で

ある。

表１ ドリルゲームとタスクゲームの捉え方

ドリルゲーム タスクゲーム

ゲームに要求され ・ゲーム展開に基づ
るボール操作（ボー いた動きを身につけ
ルを投げたり，捕っ させる練習
たり，蹴ったり，打 ・ゲームの中で要求
ったり）の技能を身 される戦術を身につ
につけさせる練習 けるための練習

・対面パスキャッチ ・パス＆シュートゲーム
・シュートゲーム ・セットパスゲーム

表２ 具体的な下位教材の例示
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① 一般的な運動の特性

ア コート内で攻守が入り交じり，片手でボールをついたり，投げたり，受けるなどしながらボ

ールを運び，シュートして得点を競い合うゲームである。

イ ボールが小さく扱いやすいので，比較的ボール操作は簡単である。

ウ ボールを上手く操作しながら相手の守りをかわす個人的な技能と，パスを回しながらボール

を運ぶ集団的な技能が交錯する運動である。

エ ルールの工夫や攻め方・守り方の工夫，チームミーティング等のかかわりの中で他者理解を

していくことで，ゲームの楽しさがより深まる運動である。

② 児童から見た運動の特性

ア シュートが決まり，ドリブルやパスがうまくできると楽しい運動である。

イ 練習やゲームで友達と上手くかかわり合えると楽しい運動である。

ウ 友達からアドバイスや励ましの声かけがあると楽しい運動である。

エ ボール操作等の技能面が難しいため，意欲が薄れる運動である。

オ 友達からミスを責められたり，仲間はずれにされると意欲が薄れる運動である。

カ 相手に押されたり，ぶつかったり，たたかれたりすると意欲が薄れる運動である。

(2) 児童観

本学級の児童は，男女分け隔てなく活動することができ，休み時間になるとボールを持ってボー

ル遊びを楽しむ児童が多く見られる。しかし，「運動は疲れる」「汗をかくから運動をしない」と言

って，教室で静かに過ごす児童も見られる。運動会の学級対抗リレーでは，走力に自信のある児童

が，他の児童の走力をサポートしながら走る姿が見られるが，体育学習では，運動ができる児童と

運動の苦手な児童の学習意欲に差がある。

体育に関する事前アンケートを行ったところ，「学習は楽しいですか」という問いに対して「と

ても楽しい・楽しい」と26人が答え，「楽しくない」と2人が答えた。楽しい理由として，「運動

が好きだから」「体を動かすのが楽しい」などがあげられた。一方，楽しくない理由として，「動く

と疲れたりするから」「ボールで遊ぶのが苦手」とあった。また，「ボール運動の動きを身につける

練習は楽しいですか」という問いに対して，「とても楽しい・楽しい」と24人が答え，「楽しくない」

と4人が答えた。楽しい理由として，「ボールを遠くまで投げられるから」「ボールにたくさん触れ

ることができるから」等があった。楽しくないと答えた理由として，「ボールが怖いから」「ボール

を上手く投げられないから」とあった。さらに，「ボール学習ではどんな動きを身につけたいです

か」という問いに対して，「速いボールを捕りたい」「ドリブルやパスが上手くできるようになりた

い」「相手にボールが捕られない技を身につけたい」等の回答があった。運動が苦手な児童からは，

「ボール運動が苦手だから」「ボールの扱いが下手だから」という回答があり，ボール操作に対し

て苦手意識や経験不足等の要因があると考えられる。そのことを踏まえ，ボール操作等の動きがで

きるようにするために，ボールを投げたり捕ったりする基本的な技能が身につくように指導方法を

工夫することで，授業やゲームに積極的に参加し，運動に親しむ児童を育むことができると考える。

(3) 指導観

本単元では，「キーパーが捕りにくい所にシュートする」「シュートにつなぐための動きを身につ

ける」「ボールを持たない時の動きを身につける」等，以下のように階層的な教材を活用した指導

の工夫を行い児童の運動技能の習得を図っていく。

① 多様な動きづくりでは，基礎的な動きや基本的なボール操作等に慣れるように反復練習で基礎

的な運動感覚を高めていく。

② ドリルゲームでは，シュートゲームやパスキャッチ＆シュートゲームなど基本的なボール操作

等の習得をねらいとした，易しいゲームに取り組ませていく。

③ タスクゲームでは，パス＆シュートゲームやセットパスゲームなどゲーム展開を意識した動き，

ボールを持たないときの動きをねらいとした易しいゲームに取り組ませていく。
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④ ゲームでは，児童の運動技能に個人差があることから，ルールを工夫し，児童一人一人が楽し

んでゲームができるように取り組ませていく。

３ 単元の指導目標

(1) 単元の目標

①運動に進んで取り組み，規則を守り仲よく運動をしたり，ゲームの勝敗を素直に受け入れる。

【関心・意欲・態度】

②課題を持ち，規則を工夫したり，簡単な作戦を立てる。 【思考･判断】

③易しいゲームにおいて，基本的なボール操作やボールを持たないときの動きができる。 【技能】

(2) 単元の評価規準

運動への関心・意欲・態度 運動についての思考・判断 運動の技能

ゲームに進んで取り組むとともに， 規則を工夫したり，ゲームの型 易しいゲームを楽しく行うた

規則を守り勝敗を受け入れて仲よく運 に応じた簡単な作戦を立てたりし めの基本的なボール操作や簡単

動したり，運動する場や用具の安全を ている。 な動きを身に付けている。

確かめようとしている。

(3) 学習活動に即した評価規準

運動への関心・意欲・態度 運動についての思考・判断 運動の技能

①ゲームや練習に進んで取り組もうと ①ハーフコートハンドボールの行 ①ボールを持ったときにゴール

している。 い方を知っている。 に体を向けることができる。

②きまりやルールを守り，勝敗の結果 ②ハーフコートハンドボールの楽 ②味方にボールをパスしたり，

を受け入れようとしている。 しさに触れることができるよう ゴールに向かってシュートす

③仲間と励まし合って練習やゲームを にゲームのきまりやルールを選 ることができる。

したり，協力して用具の準備や片付 んだり考えたりしている。 ③ボールを持たないときに味方

けをしようとしている。 ③ハーフコートハンドボールの攻 からボールを受けられる場所

④ゲームを行う場や用具の使い方など め方を知り，簡単な作戦を立て に動くことができる。

の安全を確かめようとしている。 ようとしている。

(4) 指導と評価の計画

学習活動に即した評価規準
時数 学 習 内 容

関・意・態 思考・判断 技能

【 ねらい１： 学習の進め方を知る。 】

１ オリエンテーション ④

【 ねらい２： ボール操作やボールを持たない時の動きを身につける。 】

２ キーパーが捕りにくい所にシュートする。 ①

３ ①

４ シュートにつなぐための動きを身につける。 ①

５ ② ①

６ 【本時】 ②

７ ボールを持たない時の動きを身につける。 ③

８ ③

【 ねらい３： たくさんのシュートチャンスをつくる。 】

９ ハンドボール王座決定戦をする。 ③ ②
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５ 本時の指導（６／９）

(1) 本時の目標
シュートにつなぐための動きを身につける。

(2) 授業仮説
ドリルゲームやタスクゲームの場において，基本的なボール操作やボールを持たないときの動き

を身につけることで，ゲームでシュートにつなぐための動きができ，楽しく学習することができる

であろう。

(3) 準備物
V字型ゴール，１号球ボール，カラーゴムボール，ミニカラーコーン，フリーゾーン用サークル，
得点板，ビブス

(4) 展 開

時 学習内容と活動□ 教師の指示◎と支援△ 仮説の検証◇と評価☆

間 ☆予想される児童の反応 指導上の留意点※

10分 １ 準備，整列，号令 ※全員で協力して

２ 多様な動きづくり 安全に運動がで

(1)ストップ＆ゴー ◎走って両足でしっかり止 きるよう用具の

１３カ所のポイントを折り返し，バック、サイド まり，動きの切替を意識 準備をさせる。

ステップ，ダッシュの動きをする。 させる。

(2)対面パスキャッチ ◎だんだん距離を長くして

１アンダーパス，バウンドパス（短い距離） いく。 ※対面パスキャッ

２ショルダーパス（長い距離） チの立ち位置ラ

３早めに終わった児童は再度，対面パスキャッ インを確認す

チを行う。 る。

(3)ランニングパス ◎素早く動けるようにボー

１ペアで向かい合ってボールを進行方向にパス ルを前に出す。 ※隣同士でぶつか

を出す。 △進行方向に体を向けてパ らないように声

☆スムーズにパスができる。 スするように意識させる。 かけをする。

☆ボールを落としたり，上手くパスができない。△左右の手のひらで三角の

３ 学習内容の確認 山を作り胸の位置で構え

学習のめあて提示 させる。

◎学習内容やめあてを確認する。

22分 ４ ドリルゲーム

(1)パス&シュートゲームⅠ（守備無し）
１①がゴール近くにいる

②にパスを送り，②が素 ◎動きが分かるように順番を

早く左右のどちらかに動 決めて一連の動きを示す。

いてシュートする。 ◎①と②の場所に分かれて

☆②は前後左右に動いて パス出しとシュート練習

シュートする。 を一斉指導で行う。

☆①はシュートが上手くできるようにゴールラ

イン付近にパスを出す。

シュートにつなぐための動きを身につけよう。

導

入

展

開
①

【◇授業仮説】

基本的なボー

ル操作等の動き

を身につけるこ

とができるであ

ろう。

②

●
①

【身につけさせたい力】

・パスキャッチがしっかりできる。

・パスを受けて，左右に動いてシュートできる。
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５ タスクゲーム

(1)パス＆シュート
ゲーム（守備有り）

１全体指導を行う。

・攻撃①がゴール近 ◎グループ毎に①～④の位

くにいる攻撃②に 置に配置する。

パスを送り，②は ◎動きながらパスやシュー

素早くシュートできる位置まで動いてシュート トするように意識させる。

する。

・守備③はゴールライン付近でゴールを守る。 △パスを出せない児童やシ

・守備④はキーパーとしてゴールを守る。 ュートができない児童に

２一斉指導を行う。（※守備は動く） 対して，フリーゾーンに ※攻め手側に，数

・上記の動きと同様に行う。 入って落ち着いてパスや 的に有利な条件

☆守備をかわしてシ シュートをするように促 を与え，ﾉｰﾏｰｸ

ュートする。 す。 を作り出しｼｭｰﾄ

☆動きながらパスや ◎良い動きは賞賛し，必要 ﾁｬﾝｽにつなげる

シュートをするよう に応じて技能指導を行う。 よう意識させる。

に意識している。

６ ゲーム ◎ゲームの始めと終わりは

8分 ハーフコートハンドボール（攻守交代制） 互いに挨拶する。

１ゲームの流れとルールの確認をする。 ◎ゲームの勝敗を素直に認

２３カ所のコートに移動してゲーム始めと終わ めるように指導する。

りのあいさつをする。 △攻め手側に，数的に有利

３相手チームと相談して攻守の選択，フリーゾ な条件を与え，ノーマー

ーンの設置場所を決める。 クを作り出しシュートチ

ャンスにつなげるように

促す。

△ゴールエリア前にフリー

ゾーンを置きボール操作

の安心感を持たせる。

5分 ７ ふり返り活動 ◎本時のめあて「シュート ※本時の活動全体

１学習カード記入をする。 につなぐための動きを身に をふり返えさせ，

２チームのふり返りをする。 つけることができたかどう 次時のめあてに

３個人やチームのふり返りの発表をする。 か」をふり返えらせる。 つながる目標を

８ 次時の予告，号令，片付け 持たせる。

６ 授業仮説の検証

本時の授業仮説について，児童のワークシートの記述や自己評価・チーム評価，授業観察に基づい

て考察を行う。

(1) 基本的なボール操作等の動きを身につけることができたか

導入では，基本的なボール操作等の技能を身につけさせていくために，多様な動きとして対面パ

スキャッチやランニングパスなどの動きを繰り返し行った。児童の自己評価（図２）から，パスを

受けて左右に動くことが「よくできる・できる」と90％の児童が答えたことから，ドリルゲームや

【☆評価◎（技能）】

味方にボール

をパスしたり，

ゴールに向かっ

てシュートする

ことができる。

（観察・発表）

守 ④

攻 守 ③
② ●

① 攻
（※守備は動かない）

【身につけさせたい力】

・シュートができる位置まで動くことができる。

・守備をかわしてシュートできる。

展

開
②

ま
と
め

【◇授業仮説】

基本的なボー

ル操作等の動き

を身につけたこ

とで，ゲーム展

開で要求される

シュートにつな

ぐための動きが

でき，楽しく学

習することがで

あろう。

守備をかわして

シュート！

フリーゾーンの中

からシュート！
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タスクゲームにおいて，ボール操作等の

技能が身についたと考える。さらに，児

童にシュートする楽しさを味わわせるた

めに，素早くシュートできる位置まで動く，

パスを受けて左右に動きゴールに体を向け

る等，シュートにつなぐための動きに時

間をかけて指導した。その結果，「１･２

･３･シュート」のリズムでシュートが「よくできる・できる」とすべての

児童が答えた。そのことから，ほとんどの児童が，基本的なボール操作等の動きを身につけ，シュ

ートにつなぐための動きを身につけることができたと考える（図２）。また，児童の感想からも，

パスを受けるために左右に動く，シュートにつなぐためにゴールに体を向ける，バウンドパスをす

ると受け手がパスを取りやすい等，基本的なボール操作等の動きを理解していることが分かる。

(2) ゲーム展開で要求されるシュートにつなぐための動きができ，楽しく学習することができたか

ゲーム展開で要求される動きは、ボール操作とボールを持たない時の動きの２つである。そこで，

児童に，①「ボールを持ったとき体をゴ

ール方向に向ける動き」②「守備をかわ

してシュートする動き」を中心にドリル

ゲームとタスクゲームで取り上げた。そ

の結果，86％の児童が，「守備をかわし

てシュートがよくできる・できる」と答

えた。また，90%の児童が「ゴールの枠

の中をねらってシュートすることがよくできる・できる」と答

えた。さらに，「楽しく学習ができる」との問いに，「よくでき

る・できる」と90%の児童が答えた。このことから，児童はシュ

ートにつなぐための動きを理解し，自らシュートする喜びを味

わいながら楽しんでゲームを行うことができたと考える（図３）。

資料１の児童の感想からも，シュートにつなぐための動きを意

識することで，ボールを操作しながら，ゴールに向かってシュ

ートする動きができるようになってきたことが分かる。

Ⅴ 研究の結果と考察

研究の考察は，事前（６月）・事後（7月）の体育学習の意識アンケート，児童のワークシートの記述

や自己評価・チーム評価，授業観察に基づいて考察を行う。

１ 基本的なボール操作等の技能が身についたか

基本的なボール操作等の技能を身につけるため，階層的な教材を活用した指導で，運動の特性に応

じたボールを投げる動作やボールをキャッチする動作を

取り入れた。検証授業前は，54％の児童が，「ボールを遠

くまで投げることがよくできる・できる」と答えていた

が，検証授業後は84％に上昇した。また，61％の児童が，

「ボールをキャッチすることがよくできる・できる」と

答えていたが，検証授業後は，84％に上昇した。さらに，

「検証授業始めと比べてシュートがよくできる・でき

る」と答えた児童が，88％いたことからシュートの技

能も高まってきたと考える（図４）。児童の感想にも，

図２ 児童の自己評価

62%

52%

31%

31%

38%

69%

7%

10%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

パスキャッチができる

パスを受けて左右に

動くことができる

「1，2，3，シュート」の
リズムでシュートができる

基本的なボール操作等の動きの自己評価よくできる

できる

もう少し

資料１ 児童の感想

図３ 児童の自己評価
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34%

66%

55%

55%

24%

14%

10%

10%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

守備をかわして

シュートができる

ゴールの枠の中をねらって

シュートすることができる

楽しく学習ができる

シュートにつなぐための動きよくできる できる もう少し

29%

62%

25%

22%

21%

7%

25%

9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業前

授業後

ボールを遠くまで投げることができる
よくできる できる だいたいできる できない

図４ ボール操作等の技能についてのアンケート結果
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「始めのうちはなかなか上手くボールキャッチやシュー

トする動きができなかったが，学習を重ねていくなかで

だんだんとできるようになってきた」等の感想があり，

運動を苦手とする児童も，階層的な教材を活用した指導

に時間をかけたことで，色々な動きができるようになっ

てきたと考える（資料２）。

２ 意欲的にゲームに参加ができたか

ドリルゲームやタスクゲームで，ゲームにつながる動

きを取り入れた階層的な教材を活用した指導として，「シ

ュートにつなぐための動き」や「ボールを持たないとき

の動き」を行い，ボールを投げる，ボールをキャッチす

る等，基本的なボール操作を身につけさせた。その結

果，「楽しんでハーフコートハンドボールのゲームに参

加できた」の問いに84％の児童が「よくで

きる・できる」と答えた。さらに，ゲーム

では，考えてパスを回したり，シュート回

数が増えるなど，以前よりボールに触れる

時間が増え，ゲームに意欲的に参加する児童の姿が見られるようになった。

そのことは，ゲームにつながる基本的なボール操作等を身につけたことで，多くの児童の，学習意欲

が向上し，ゲームに参加する喜びを味わうことができたと考える（図５）。さらに，児童の感想から，

「始めの頃は立ち止まってシュートをしていたが，ゲー

ムをこなしていく中で走りながらシュートする技能が身

についた」「シュートは苦手だけど相手のシュートを止め

ることができてうれしい」など楽しんでゲームを行った

ことが分かる（資料３）。これらの結果から，単元教材に

必要な基本的な運動技能を身につけた上でゲームを行う

と，運動が苦手な児童も仲間と積極的にかかわることでゲーム

に楽しく参加できると考える。また，ゲームの中で活躍できる

場面ができたことにより，運動意欲が高まり，チーム全体で力

を合わせてゲームを行うようになり，ゲームの楽しさを味わっ

たと考える。

３ 児童一人一人が運動に親しむことができたか

「この運動だったらできそうかも」「難しそうだけどやって

みるとできてきた」等，児童の意欲が高まるような階層的な教

材を工夫して活用し，基本的なボール操作等の技能指導を行っ

た。また，児童一人一人が仲間と協力して活動し，児童自ら運

動意欲を高めることを目指してきた。検証授業後に実施したアン

ケートによると，「ゲームで色々な動きができると楽しい」の問い

に対して，「とても楽しい・楽しい」と90％が答えた。また，「ハーフコートハンドボールの学習は楽

しい」の問いに対して，「とても楽しい・楽しい」と86％が答えた（図６）。さらに，運動に苦手意識

がある児童の14人中11人の児童が「ハーフコートハンドボールの学習が楽しかった」と検証授業後は

答えている。このことから，階層的な教材を活用した指導を行ったことで，児童に，基本的なボー

ル操作等の技能を身につけることができ，運動の苦手な児童も習得した基本的なボール操作等の技

能を活かすことで，仲間と積極的にかかわり，意欲的に授業に参加できるようになった。また，ほ

とんどの児童が，始めの頃はできなかった動きもできるようになり，ゲームで活躍できる場面が増え，

図４ ボール操作等の技能についてのアンケート結果
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資料３ 児童の感想

資料２ 児童の感想

図５ 授業後のアンケート結果
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チームの仲間とゲームを楽しむことができ，運動意欲が高まったと考える（資料４）。以上の結果か

ら，階層的な教材を活用した指導の工夫をしたことは，児童一人一人の運動意欲を高め，運動に親

しむ児童を育むための一助となったと考える。

Ⅵ 研究の成果と今後の課題

１ 研究の成果

(1) 階層的な教材を活用した指導の工夫を行ったことで，基本的なボール操作等の技能を身につけさせ
ることができた。（Ｖ－1)

(2) 階層的な教材を活用した指導において，ゲームにつながる動きを取り入れたことで，ゲーム展開
に合わせた動きができるようになり，ゲームを楽しむ児童が増えた。（Ｖ－2)

(3) 階層的な教材を活用した指導を行ったことで，児童一人一人の運動意欲が向上し，仲間とのかか
わりが増え，主体的に体育学習に取り組むようになった。（Ｖ－3)

２ 今後の課題

(1) 階層的な教材を活用した指導のさらなる工夫と改善を行う。（Ｖ－2 )
(2) 各運動領域の特性に応じた楽しさを味わわせる教材の工夫と改善を行う。(Ｖ－3)
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図６ 授業前後のアンケート結果

資料４ 児童の感想
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